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』
ほ
か
Ｉ
岡
田
靖
雄

一
一
月
例
会
平
成
元
年
二
月
二
十
五
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
わ
が
国
の
顎
顔
面
補
綴
の
は
じ
ま
り
新
藤
恵
久

二
ビ
デ
オ
鑑
賞
ｌ
医
跡
め
ぐ
り
Ｉ

「
解
剖
事
初
め
・
山
脇
東
洋
」
京
都
府
（
九
分
）

三
旧
約
聖
書
の
医
学
用
語
に
つ
い
て
梶
田
昭

三
月
例
会
平
成
元
年
三
月
二
十
五
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
宮
城
県
の
女
医
・
山
崎
富
子
の
活
動
に
つ
い
て
高
橋
み
や
子

二
奈
良
時
代
の
医
療
の
実
態
杉
田
暉
道

三
明
治
初
期
静
岡
県
の
病
理
解
剖
の
状
況
土
屋
重
朗

四
月
例
会
平
成
元
年
四
月
十
五
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
前
野
蘭
化
の
自
画
自
賛
図
に
つ
い
て

ｌ
前
野
良
沢
・
山
口
行
斎
・
高
野
長
英
Ｉ
木
村
陽
二
郎

二
江
戸
幕
府
に
お
け
る
鍼
科
と
盲
人
香
取
俊
光

三
ソ
ヴ
ェ
ト
の
医
学
史
書
か
ら

二
ビ
デ
オ
鑑
賞
ｌ
医
跡
め
ぐ
り
Ｉ

「
維
新
の
夜
明
け
と
と
も
に
」
福
岡
県
（
八
分
）

わ
た
し
は
医
学
史
面
で
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
の
精
神
医
学
史
、
条
件
反
射
学
説

史
を
お
っ
て
い
て
、
医
学
史
全
般
に
は
目
を
む
け
て
い
な
い
。
だ
が
、
医
学

史
博
物
館
は
い
く
つ
か
あ
り
、
精
神
科
関
係
雑
誌
で
も
歴
史
に
つ
い
て
の
論

文
が
あ
る
程
度
の
っ
て
い
る
点
か
ら
桑
て
、
ソ
ヴ
ェ
ト
で
は
、
す
く
な
く
と

も
日
本
に
お
け
る
よ
り
は
医
学
史
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ

る
。
今
回
、
一
般
医
学
史
の
著
書
二
冊
を
入
手
し
た
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
し

た
。

一
タ
チ
ャ
ナ
・
セ
ル
ゲ
ー
エ
ヴ
ァ
・
ソ
ロ
キ
ナ
著
『
医
学
史
ア
ト
ラ

ス
近
世
（
一
六
四
○
’
一
九
一
七
）
』
（
一
九
八
七
年
）
。
こ
れ
は
古
代
篇
、

中
世
篇
に
続
く
も
の
で
、
四
冊
の
企
画
と
お
も
わ
れ
る
。
ま
え
の
二
冊
は
ぷ

て
い
な
い
。
ほ
ぼ
Ａ
五
判
で
一
六
八
・
ヘ
ー
ジ
、
一
二
七
図
。
序
説
、
解
剖
学
、

病
理
解
剖
学
、
組
織
学
、
胎
生
学
、
一
般
生
物
学
、
遺
伝
学
、
微
生
物
学
、

生
理
学
・
実
験
医
学
、
内
科
疾
患
、
産
科
学
・
婦
人
科
学
・
小
児
科
学
、
感

染
疾
患
・
疫
学
、
精
神
医
学
、
外
科
学
、
衛
生
学
・
社
会
医
学
の
項
目
に

わ
け
て
、
主
要
な
人
物
と
そ
の
業
績
を
、
写
真
・
図
を
中
心
に
紹
介
し
て
い

る
。
一
時
期
ソ
ヴ
ェ
ト
に
あ
っ
た
排
外
的
自
国
中
心
主
義
は
承
ら
れ
な
い
。

安
価
な
本
で
、
医
学
史
の
普
及
を
は
か
る
に
は
、
日
本
で
も
ま
ね
て
よ
い
よ

ソ
ヴ
ェ
ト
の
医
学
史
書
か
ら

Ｉ
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医
学
の
象
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ほ
か
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ニ
ヴ
ァ
シ
リ
ー
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
タ
ラ
ソ
ノ
フ
著
『
古
代
諸
民
族

の
治
療
の
反
映
と
し
て
の
医
学
の
象
徴
』
（
一
九
八
五
年
）
。
医
学
の
紋
章
の

歴
史
的
背
景
を
さ
ぐ
っ
て
い
る
本
で
、
Ａ
五
判
二
九
・
ヘ
ー
ジ
。
現
在
の
イ

ラ
ン
で
発
見
さ
れ
ル
ー
ヴ
ル
博
物
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
グ
デ
ア
の
酒
盃
（
ラ

ガ
シ
の
王
グ
デ
ァ
が
治
療
神
一
一
ン
ギ
シ
ジ
ダ
に
さ
さ
げ
た
）
に
つ
い
て
、
ま

ず
く
わ
し
く
論
じ
て
い
る
。
こ
の
酒
盃
に
は
二
匹
の
蛇
が
か
ら
承
つ
い
た
木

（
カ
デ
ュ
セ
ウ
ス
）
が
ほ
ら
れ
て
い
る
（
現
在
カ
デ
ュ
セ
ウ
ス
は
ヘ
ル
メ
ス

の
杖
で
、
医
学
の
紋
章
と
は
別
物
と
さ
れ
て
い
る
）
。
蛇
は
天
と
地
と
を
つ

な
ぐ
も
の
、
水
を
も
た
ら
す
も
の
で
、
実
り
、
豊
か
さ
、
生
と
死
、
よ
ぶ
が

え
り
な
ど
を
象
徴
す
る
。
こ
う
い
う
広
義
に
お
い
て
、
グ
デ
ア
の
酒
盃
に
お

け
る
カ
デ
ュ
セ
ウ
ス
は
医
学
を
象
徴
し
て
い
た
。
こ
の
の
ち
蛇
に
は
知
恵
、

商
才
な
ど
の
意
味
も
く
わ
わ
り
、
そ
の
面
を
と
り
だ
し
た
の
が
へ
ル
メ
ス
の

杖
で
あ
る
。
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
で
は
、
自
然
の
治
癒
力
の
一
部
分
と
し

て
あ
っ
た
も
の
が
治
療
技
術
と
し
て
人
間
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
が
し
め
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
あ
と
も
医
学
の
象
徴
は
い
く
つ
か
提
示
さ
れ
た
が
、
技
術

化
の
段
階
を
し
め
す
も
の
と
し
て
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
が
医
学
の
象
徴

と
し
て
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
。

タ
ラ
ソ
ノ
フ
の
本
は
こ
の
よ
う
に
、
古
代
文
明
史
、
民
俗
学
、
宗
教
学
な

ど
の
ひ
ろ
い
成
果
に
た
っ
て
医
学
の
象
徴
を
論
じ
て
い
る
。
時
あ
た
か
も
巳

年
、
愚
き
も
の
関
係
で
も
蛇
の
問
題
は
お
お
き
い
。
タ
ラ
ソ
ノ
フ
の
本
は
翻

訳
し
た
い
ぐ
ら
い
に
お
も
し
ろ
い
が
、
関
連
事
項
が
ひ
ろ
す
ぎ
て
手
に
お
え

な
い
が
、
な
ん
ら
か
の
形
で
く
わ
し
く
紹
介
し
た
い
。
（
平
成
元
年
一
月
例
会
）

畠
ノ
に
お
ｑ
も
っ
た
。

梶
田
昭

分
節
化
と
名
づ
け
は
、
人
間
が
対
象
を
理
解
す
る
基
本
の
方
法
で
あ
る
。

体
の
内
景
の
区
切
り
、
名
づ
け
が
解
剖
学
、
病
気
の
区
切
り
、
名
づ
け
が
疾

病
学
（
ノ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
で
あ
る
。
諸
民
族
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
節
．
名

づ
け
の
体
系
を
そ
の
言
語
と
し
て
も
っ
て
い
る
。
（
拙
稿
「
記
号
論
と
し
て

の
病
理
学
」
『
東
女
医
大
誌
』
五
七
巻
、
一
四
一
五
頁
、
一
九
八
七
）
。

旧
約
聖
書
は
セ
ム
系
言
語
で
書
か
れ
た
。
医
学
用
語
も
ヘ
プ
ラ
イ
人
の
思

考
様
式
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ギ
リ
シ
ア
語
、
ラ
テ
ン
語
を
は

じ
め
、
近
代
の
世
界
諸
語
に
訳
さ
れ
て
行
っ
た
と
き
、
そ
の
つ
ど
異
種
の
分

節
体
系
に
遭
遇
し
、
言
葉
の
移
し
か
え
は
コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
移
動
を
伴
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

レ
ピ
記
三
章
四
節
他
の
「
肝
臓
の
尾
状
葉
」
（
新
共
同
訳
）
、
申
命
記
二
八

章
二
七
節
の
「
壊
血
病
」
（
口
語
訳
）
、
サ
ム
エ
ル
記
上
五
’
六
章
に
い
う

「
ア
シ
ド
ド
人
の
腫
物
」
、
レ
ビ
記
十
三
章
の
「
ら
い
病
」
を
例
に
と
っ
て
論

じ
た
。
（
平
成
元
年
二
月
例
会
）

杉
田
暉
道

奈
良
時
代
は
仏
教
文
化
が
お
お
い
に
栄
え
た
の
で
、
こ
れ
に
伴
い
わ
が
国

奈
良
時
代
の
医
療
の
実
態

旧
約
聖
書
の
医
学
用
語
に
つ
い
て

（102） 330


